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（
年
令
は
数
え
年
）

明
治
十
八
年
　
一
才
　
　
　
一

　
八
月
二
十
四
日
の
朝
、
若
W
山
一

．
家
に
弧
弧
の
声
を
あ
ぐ
、
父
の
…

．
名
は
立
蔵
・
母
の
名
は
マ
キ
望

．
繁
と
命
名
さ
れ
た
。

．
明
治
二
十
二
年
　
五
才
　
　
　
一

　
医
師
で
あ
っ
た
父
が
西
郷
村
　

、
　
　
　
　
　
》

一四

資
∴
贒
c
大
立
簿
高
等

．
4
川
力
ら
招
か
れ
て
一
家
共
に
　
正
富
注
洋
、

．
移
っ
た
。

　
灘
　
　
　
　
　
　
　
羅
　

・
陰
の
叔
父
若
山
純
身
方
か
ら
通
「
雑
誌
「
北
斗
」
を
発
行
し
た
。
…

予
科
に
入
学
、
五
月
尾
上
柴
舟
皿

を
訪
問
、
六
月
教
室
で
北
原
白
．

　
秋
と
親
し
く
な
り
後
下
宿
を
共
．

一
に
し
た
。

明
治
三
＋
八
年
一
「
十
一
才

　
一
月
、
尾
上
柴
舟
を
中
心
に
一

　
　
　
　
　
前
田
夕
暮
等
と
金
一

…
箭
会
を
起
し
後
、
柴
舟
、
夕
暮
…

一
学
、
同
年
秋
、
一
家
と
共
に
坪
．

一

一
谷
に
帰
り
、
坪
谷
小
学
校
に
転

一
入
し
た
。

　

…
明
治
二
十
九
年
　
＋
二
才

．
－
三
月
、
坪
谷
小
学
校
卒
業
、

1
友
人
鈴
木
財
蔵
あ
て
の
は
が
き
一

牧
水
祭
に
あ
た
σ
て

牧
水
顕
彰
会
長
　
田
肝

木

松

美

　
九
月
十
七
日
は
牧
水
先
生
の
　
主
な
も
の
は
e
歌
碑
祭
、
三
生
一
　
然
し
て
こ
の
事
業
は
本
村
に

第
三
圭
周
忌
に
当
り
ま
玄
常
並
に
爆
遺
・
叩
等
の
保
早
智
せ
ら
れ
た
書
論
の
文
化

本
年
も
「
牧
水
祭
」
を
い
た
し
…
日
印
刷
物
の
刊
行
と
あ
げ
ら
れ
事
業
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
実

ま
し
て
遺
業
を
蔓
る
・
と
に
…
て
い
ま
す
毎
e
の
歌
禦
と
「
現
は
坦
・
た
る
も
の
で
は
な
く

い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
・
日
の
印
刷
物
の
刊
行
は
細
々
な
一
多
く
の
困
難
性
が
伴
い
ま
す
の
…

　
先
生
が
わ
が
文
学
史
上
に
不
．
が
ら
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
…
で
関
係
者
各
位
を
は
じ
め
全
村
一

滅
の
業
績
を
の
こ
さ
れ
ま
し
た

こ
と
は
今
更
申
す
ま
で
も
な
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
偉

大
な
る
歌
人
を
生
み
ま
し
た
東

．
が
、
最
も
大
志
な
生
家
並
に
、

…
遺
轟
遺
品
の
保
存
に
つ
い
て
は
…
対
す
る
熱
意
と
深
い
理
解
を
え

何
等
の
乎
も
う
っ
て
い
な
い
現
て
、

状
で
あ
り
ま
し
て
誠
に
雪
塊
に
「
け
れ
ば
到
底
実
現
は
覚
束
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
と
思
っ
て
い
ま
す
。

莚
岡
に
出
て
、
吾
延
岡
高
熱
。
・
耶
馬
馨
へ
て
帰
郷
「
幾
・

▽
わ
が
居
る
は
安
房
の
海
に
突
き
い
で
し
最
端
な
れ
ば
、

　
日
は
海
よ
り
出
で
、
海
に
隠
る
な
り
、
海
の
中
に
大
島

　
　
浮
も
て
旦
夕
煙
を
吐
く
、
そ
の
右
に
富
士
明
ら
か
に

　
　
見
ゆ
海
は
わ
が
た
め
に
魂
の
ふ
る
さ
と
な
り
み
な
も

　
　
と
な
り

▽
磯
の
日
、
あ
あ
思
い
出
お
お
き
日
な
ら
ず
や
、
こ
こ
ろ

　
か
ら
の
日
を
想
う
ご
と
に
、
い
ず
こ
と
も
な
く
、
ほ
の

　
か
に
松
の
嵐
、
波
の
ひ
び
き
の
か
よ
う
を
お
ぼ
ゆ
、
あ

　
あ
日
向
は
あ
ま
り
に
静
か
な
り
、
み
ど
り
な
り
、
さ
は

　
思
ぼ
さ
ず
や
、
わ
ず
か
小
半
日
な
り
し
か
ど
、
か
の
磯

　
の
日
恋
し
く
候
。
雨
を
見
。
谷
を
き
い
て
、
こ
こ
ろ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
ら
に
あ
こ
が
れ
申
し
候

▽
静
か
な
夜
、
寂
し
い
夜
、
そ
し
て
ま
た
悲
し
い
夜
、
恋

　
し
い
夜
、
君
に
も
ま
た
こ
ん
な
夜
が
あ
る
こ
と
と
信
ず

　
る
、
灯
の
影
で
い
ま
自
分
は
、
泣
き
だ
し
そ
う
な
面
を

　
し
て
、
何
か
を
憶
っ
て
い
る
。

「
に
土
肥
温
泉
、
．
七
月
に
三
河
鳳

…来

寰
R
、
＋
月
に
は
甲
州
か
ら

　
信
州
に
入
っ
て
、
松
原
湖
，
、
千
」

一
曲
川
上
流
、
秩
父
方
面
の
旅

一
大
正
＋
三
年
　
四
十
才

…
　
紀
行
文
集
「
み
．
な
か
み
紀
、

一
行
」
を
出
版
、
正
月
は
土
肥
温

東
、
三
月
は
長
崎
老
母
を
と

　
も
な
っ
て
帰
宅
。
老
母
は
一
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

…
月
ば
か
り
滞
在
、
そ
の
あ
い
だ

一
に
伊
豆
の
温
泉
に
つ
れ
て
ま
わ

一
つ
た
。
上
香
貫
か
ら
千
本
浜
に

一
移
る
。

一
大
正
＋
四
年
四
＋
一
才

…
　
こ
の
年
は
住
居
新
築
と
園
圃

一
誌
創
刊
の
資
金
を
う
る
目
的
の

…
揮
毫
行
脚
に
あ
け
く
れ
た
。
関

…
西
、
信
州
、
関
東
各
地
、
九
州

と
席
の
温
ま
る
暇
も
な
か
っ
た

…
そ
の
間
に
、
新
居
が
千
本
松
原

　
の
近
く
に
落
成
し
た
。

　
大
正
十
五
年
（
昭
和
元
年
）

　
自
然
主
義
の
影
響
を
う
け
て

歌
風
が
現
実
億
写
に
変
っ
た
。

明
治
四
十
年
　
二
十
三
才

　
六
月
下
旬
、
帰
省
の
途
に
つ

．
き
岡
山
、
広
島
、
宮
島
か
ら
山

興
味
を
も
ち
「
女
子
文
壇
」
に

詩
を
投
稿
し
て
そ
の
花
形
と
な

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
七
月
下
旬

父
危
篤
の
報
に
接
し
帰
郷
、
十

．
一
月
父
立
蔵
死
去

　
就
職
し
て
帰
里
と
ど
ま
る
こ

と
を
す
す
め
ら
れ
苦
悶
、
破
調

郷
村
と
し
て
、
は
た
ま
た
東
郷
［
た
え
ま
せ
ん
。

村
民
と
し
て
、
毎
年
の
こ
と
な
…
　
も
し
こ
の
ま
、
換
手
遷
延
い
…

が
ら
九
月
十
七
日
を
迎
え
ま
す
…
た
し
ま
す
な
ら
ば
、
生
家
は
勿
　

、
に
当
り
大
き
な
感
激
と
ほ
こ
り
…
論
、
遺
品
遺
墨
の
保
存
は
期
し
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
責
務
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。
一
難
く
、
悔
を
千
載
に
残
す
こ
と
…

　
昭
和
二
十
六
年
九
月
に
発
足
r
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
な
事
…

し
ま
し
た
牧
水
顕
彰
会
の
会
則
．
で
あ
り
ま
す
の
で
、
日
夜
心
痛
…

に
よ
り
ま
す
と
、
そ
の
事
業
の
㎝
い
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
、
新
設
の
延
岡
中
学
一
行
・
七
月
早
稲
田
大
学
を
卒
業
一
海
の
岩
城
島
に
滞
留
、
尾
の
道

…
校
に
入
学
、
同
校
寄
宿
舎
明
徳
「
明
治
四
＋
二
年
　
二
＋
五
才
　
…
京
都
を
経
て
帰
京
、
千
月
に
伊

一
寮
に
入
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
…
　
一
時
中
央
新
聞
社
の
社
会
部
．
豆
方
面
に
旅
、
長
男
旅
人
出
生

㎝
質
輔
膿
護
蠣
論
難
夢
一
門
＋
六
才
㎝
大
獲
秋
霧
」
を
出
版

｝
く
り
西
行
を
語
っ
た
。
牧
水
が
「
　
第
二
歌
集
「
独
り
歌
へ
る
」
…
大
正
四
年
　
三
＋
一
才

一
短
歌
へ
関
心
を
む
け
た
の
は
、
…
刊
行
、
詩
歌
雑
誌
「
創
作
」
を
…
　
歌
集
「
砂
丘
」
を
出
版
、
長

…こ

ﾌ
人
の
影
響
に
よ
る
と
ξ
編
集
発
行
、
第
三
歌
集
「
別
云
岬
出
生

一
が
大
き
い
。
　
　
　
　
　
　
　
一
離
」
を
出
版
し
て
一
躍
歌
壇
の
一
　
妻
、
喜
志
子
の
病
気
療
養
の

一
明
治
三
＋
四
年
　
＋
七
才
　
　
　
花
形
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
一
た
め
三
月
申
旬
一
家
を
あ
げ
て

…
校
友
雑
誌
第
一
号
に
短
文
、
・
明
治
四
十
四
年
　
一
一
十
七
才
　
一
神
奈
川
県
下
浦
海
岸
に
転
居

」
短
歌
、
俳
句
が
掲
載
さ
れ
た
。
　
　
太
田
水
穂
方
で
初
め
て
太
田
．
大
正
五
年
　
三
十
二
才

㎝
「
申
学
文
壇
」
に
投
稿
、
直
ち
「
喜
志
子
に
逢
う
。
一
時
や
ま
と
一
　
散
文
集
「
旅
と
ふ
る
さ
と
」

に
入
賞
し
て
級
友
を
驚
か
せ
た
［
新
聞
記
者
と
な
る
。

小
学
校
に
入
学
・
恒
富
に
下
宿
　
山
河
し
の
歌
を
旅
中
に
得
た
・
…
の
歌
多
い
　
・

明
治
墨
書
年
＋
三
才
．
8
の
頃
か
ら
二
士
著
と
し
て
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
．
二
十
九
才

　
母
の
旅
行
の
お
供
を
し
て
金
一
身
を
立
て
る
決
意
を
し
た
・
　
　
　
新
年
か
ら
九
州
各
地
に
あ
そ

比
羅
詣
り
と
大
阪
見
物
に
行
く
明
治
四
＋
一
年
　
二
十
四
才
　
　
ぴ
、
桜
島
、
佐
多
岬
を
ま
わ
っ

」
明
治
三
＋
二
年
　
十
五
才
　
　
　
　
処
女
歌
集
「
海
の
声
」
を
発
一
て
帰
郷
、
五
月
出
郷
、
瀬
戸
内
・

．
民
の
方
・
の
文
化
遺
書
存
に
涜
の
た
め
「
野
虹
A
至
を
起
し

明
治
三
十
五
年
十
八
オ
　
　
．
明
治
四
十
五
年
　
二
十
八
オ

　
同
級
の
友
数
人
と
回
覧
雑
誌
　
　
五
月
太
田
喜
志
子
と
結
婚
、

「
曙
」
を
発
行
、
ま
た
短
歌
研
喜
志
子
は
長
野
県
広
丘
村
の
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
家
に
生
れ
、
早
く
か
ら
詩
歌
に
、

た
。

歌
集
「
朝
の
歌
」
を
出
版
、
三

月
東
北
地
方
へ
旅
、
年
末
一
家

は
東
京
に
引
あ
ぐ

大
正
六
年
　
三
＋
三
才

　
妻
喜
志
子
と
の
合
著
歌
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
州
独
立
新
聞
」
　
「
中
学

物
心
両
面
の
協
力
を
得
な
　
文
壇
」
　
「
中
学
世
界
」
　
「
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
声
」
　
「
文
庫
」
　
「
国
文
学
」
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
に
散
文
、
短
歌
、
俳
句
を
投
稿

　
本
日
牧
水
祭
を
挙
行
す
る
に
…
し
た
。

当
り
所
信
の
一
端
を
披
渥
い
た
…
明
治
三
＋
六
年
掛
十
八
才

し
ま
し
て
・
村
民
各
位
の
御
励
．
秋
に
別
府
、
大
分
、
臼
杵
、

鰯
援
を
切
に
お
願
い
申
し
購
鷲
講
読

×
×
×
…
蹴
が
三
＋
七
年
二
＋
才

　
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
　
三
月
延
岡
中
学
校
を
卒
業
、

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

牧
水
祭
行
事

学
童
音
楽
会

敷
　
碑
　
祭

記
念
講
演

祝
　
賀
　
会

学
童
作
品
展

‘
！

九
、
○
○
～
一
〇
、
三
〇

一
一
、
○
○
～
一
二
、
○
○

一
三
、
○
○
～
一
四
、
三
〇

一
五
、
「
○
○
～
一
六
、
○
○

九
、
○
○
～
一
六
、
○
○

一一A戸■■幽）へ

「
白
梅
集
」
出
版
、
八
月
に
秋
…
四
十
二
才
　
　
　
　
　
　
－

田
か
ら
酒
田
、
新
潟
を
ま
わ
る
…
　
五
月
、
多
年
宿
望
の
詩
歌
の

十
一
月
秩
父
の
漢
谷
に
あ
そ
ぶ
一
綜
合
雑
誌
「
詩
歌
時
代
」
を
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
大
正
七
年
　
三
十
四
才
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
歌
集
．
「
漢
谷
集
」
　
「
さ
び
し
一

　
き
樹
木
」
を
出
版
、
次
女
真
木
一

　
　
子
出
生
、
正
月
に
伊
豆
、
五
月
「

　
…
に
関
西
か
ら
紀
州
の
旅
、
十
一
一

　
月
に
利
根
川
の
水
源
か
ら
吾
妻
、

　
漢
谷
、
六
里
ケ
原
と
ま
わ
る
。
一

　
大
正
八
年
　
三
＋
五
才
　
　
　
一

　
　
散
文
集
「
比
叡
と
熊
野
」
出
一

　
版
、

　
…
信
州
、
四
月
に
妙
義
山
麓
の
磯
…

　
部
、
五
月
に
榛
名
の
山
上
湖
、
～

　
．
以
後
毎
月
の
よ
う
に
関
東
各
地
　

　
に
あ
そ
ぶ
。

　
大
正
九
年
　
三
十
六
才

　
　
ご
月
に
伊
豆
の
各
地
、
五
言

　
に
は
群
馬
県
川
原
湯
温
泉
滞
在
．

　
草
津
か
ら
渋
々
峠
を
越
え
て
信

　
州
に
入
り
木
曾
、
名
古
蟹
を
巡

　
遊
、
八
月
数
年
来
の
希
望
で
あ
…

　
　
つ
た
田
園
生
活
に
入
る
た
め
東

　
京
市
巣
鴨
の
家
か
ら
静
岡
県
沼

　
津
香
貫
に
移
る
。

　
大
鷲
十
年
　
三
＋
七
才

　
　
歌
集
「
く
ろ
土
」
を
出
版
、

　
次
男
富
士
人
出
生
、
散
文
集
．

　
　
「
静
か
な
る
旅
を
ゆ
き
っ
つ
」

　
を
出
版

（　　
三
月
に
伊
豆
湯
ヶ
島
温
泉
、

　
五
月
に
関
東
各
地
、
九
月
に
上

　
高
地
か
ら
飛
騨
に
あ
そ
ぶ
。

（
　
大
正
十
層
年
　
三
＋
八
才
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

刊
し
た
が
、
資
金
難
の
た
め
十

月
号
限
り
で
廃
刊
、
そ
の
損
失

補
足
の
た
め
に
北
海
道
方
面
に

揮
毫
行
脚
を
す
る
。
・

昭
和
二
年
　
四
＋
三
才

　
家
族
と
共
に
静
か
な
新
年
を

迎
え
た
。
故
郷
で
の
少
年
の
日

を
な
つ
か
し
み
「
鮎
つ
り
の

歌
」
を
つ
く
る
。
五
月
、
朝
鮮

各
地
の
揮
毫
行
脚
に
出
で
七
月

末
帰
宅
、
健
康
す
ぐ
れ
ず
。

昭
和
三
年
　
四
十
四
才

　
年
頭
か
ら
健
康
は
思
わ
し
く

な
か
っ
た
。
心
の
底
か
ら
旅
を

お
も
い
、
快
癒
の
日
を
待
つ
た

そ
れ
で
も
、
五
月
の
初
め
に
は

伊
豆
の
西
海
岸
に
遊
び
大
瀬
崎

で
釣
を
し
た
り
し
牝
。
九
月
初

め
か
ら
臥
床
、
十
七
日
朝
七
時

五
十
分
永
眠
、
静
か
に
四
十
四
，

年
の
生
涯
を
と
じ
た
。

　
病
名
は
急
性
腸
胃
炎
兼
肝
臓

硬
変
症
、
法
名
は
古
松
枕
仙
誉

牧
水
居
士

作
　
品
お
も
い
で
の
記

坪
　
谷
　
村

　
「
短
歌
作
法
」
・
を
出
版
、
新
｝
由
が
あ
っ
た
か
・
も
し
く
は
偶

年
に
土
肥
温
豪
、
三
月
だ
湯
ヶ
…
然
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
・

島
温
泉
、
　
「
山
桜
の
歌
」
を
え
…
私
に
は
や
は
り
そ
れ
が
彼
に
山

た
。
十
月
に
は
岩
村
田
の
歌
会
…
川
を
見
る
眼
が
あ
っ
た
故
だ
と

に
出
席
「
み
な
か
み
紀
行
」
の
…
の
み
思
ね
れ
て
な
ら
な
い
。
三

百
に
犬
騒
三
月
に
病
解
麟
離
則
勲
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
東
郷
村
大
字
坪
谷
は
、
山
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
山
と
の
あ
い
だ
に
は
さ
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
細
長
い
峡
谷
で
あ
る
。
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
に
は
付
近
第
一
の
高
山
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
尾
鈴
山
が
、
け
わ
し
い
断
崖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
を
あ
ら
わ
し
て
ま
う
え
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
え
て
い
る
の
で
、
い
っ
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峡
谷
ら
し
い
感
じ
を
あ
た
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。
村
の
長
さ
は
東
西
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
て
四
五
里
も
あ
る
だ
ろ
う
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
数
は
わ
ず
か
に
二
百
か
三
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ら
ず
の
も
の
で
あ
る
と
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
の
家
は
そ
の
一
番
戸
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
つ
ま
り
村
の
東
の
入
口
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
あ
ら
た
に
家
を
建
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
に
つ
い
て
も
私
は
祖
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
並
な
ら
ぬ
人
の
一
つ
に
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
る
を
え
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
そ
の
場
所
が
付
近
で
も
際
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
す
ぐ
れ
た
好
位
置
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
で
あ
る
。
或
は
ほ
か
に
理

旅
…
は
村
を
貫
通
す
る
唯
一
の
道
路

大
正
十
二
年
　
三
十
九
才
　
　
．
に
そ
い
、
真
下
に
漢
を
の
ぞ
ん

「
山
桜
の
歌
」
を
出
版
、
一
月
　
で
い
る
。

そ
し
て
ち
ょ
ど
そ
の
漢
は
、
そ

こ
ま
で
長
い
滝
の
よ
う
に
な
っ

て
落
ち
て
き
た
長
い
長
い
瀬
が

急
に
そ
こ
で
屈
折
し
て
い
る
た

め
に
そ
こ
だ
け
豊
か
な
淵
と
な

り
、
や
が
て
ま
た
瀬
ど
な
っ
て

下
り
走
り
、
斜
め
右
と
左
と
に

末
遠
く
そ
の
上
下
の
漢
を
展
望

す
る
こ
と
が
で
き
る
地
位
に
あ

る
。
　
漢
は
尾
鈴
山
の
裾
に
そ
う
て

白
々
と
流
れ
て
い
る
。
そ
し
て

人
家
は
た
い
て
い
み
な
そ
の
渓

に
そ
う
て
作
ら
れ
て
あ
る
。
そ

こ
に
五
戸
、
こ
こ
に
＋
戸
と
。

長
さ
四
、
五
里
の
あ
い
だ
に
三

百
た
ら
ず
の
家
が
散
在
し
て
い

る
と
い
え
ば
そ
の
寒
村
の
面
影

は
お
の
ず
か
ら
彷
彿
す
る
で
「

ろ
う
。
住
民
の
多
く
は
み
な
山

の
仕
事
に
従
っ
て
い
る
。
材
木

と
木
炭
と
椎
茸
と
が
最
も
主
要

な
産
物
と
な
っ
て
い
る
。
大
阪

の
街
路
に
諸
所
日
向
炭
と
書
い

た
看
板
を
見
る
こ
と
を
人
は
知

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
乙
で

・
は
泣
く
子
を
お
ど
す
に
日
向
の

炭
焼
に
や
っ
て
し
ま
う
と
い
っ

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
木

炭
の
本
場
と
し
て
最
も
こ
の
付

近
は
聞
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
晴
れ
た
日
も
わ
る
く
は
な
い

が
、
私
の
家
の
眺
望
は
雨
の
日

が
と
く
に
い
い
。
そ
れ
は
雲
と

、
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山
と
の
配
合
が
生
き
て
く
る
か

ら
で
あ
る
。
か
ん
ら
い
、
こ
の

尾
鈴
山
は
、
そ
の
南
面
の
太
平

洋
に
の
そ
ん
だ
ほ
う
は
、
き
わ

め
て
な
だ
ら
か
な
傾
斜
で
高
ま

っ
て
き
て
、
四
千
尺
ち
か
い
頂

上
と
な
り
、
急
に
北
に
面
し
て

削
り
お
と
し
た
よ
う
に
岩
骨
を

あ
ら
わ
し
な
か
ら
瞼
し
く
切
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
常
に
陰
影
の
多
い
そ
の
山
の

北
面
に
は
、
晴
れ
た
日
で
も
よ

く
雲
を
宿
し
て
い
る
が
、
一
朝

雨
ふ
る
と
な
る
と
、
山
全
体
が

い
や
そ
の
峡
谷
全
体
が
、
真
菰

な
雲
で
と
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
。

あ
た
か
も
霊
魂
を
お
び
た
か
の

よ
う
に
躍
動
し
て
見
え
る
の
で

あ
る
。

　
私
も
も
の
ご
こ
ろ
の
つ
く
こ

ろ
か
ら
、
い
た
く
こ
の
漢
と
山

の
雨
と
を
愛
し
た
。
で
歌
の
真

似
な
ど
は
し
め
だ
し
て
、
雅
号

と
い
う
も
の
を
つ
か
う
よ
う
に

な
る
と
、
ま
ず
雨
山
と
称
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
白
雨
と
も
い

っ
た
。
現
に
つ
が
っ
て
い
る
牧

水
と
い
う
の
も
、
当
時
も
つ
と

も
愛
し
て
い
た
も
の
の
名
ふ
だ

つ
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
も
の
で

あ
る
。
牧
は
マ
キ
、
す
な
わ
ち

匁
の
名
で
あ
る
。
水
は
こ
の
渓

や
雨
や
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る

　
祖
父
の
こ
と

　
私
の
祖
父
は
、
武
蔵
川
越
在

の
農
家
の
生
薬
屋
に
奉
公
し
て

い
た
。
そ
し
て
当
時
、
肥
前
の

平
戸
に
シ
イ
ボ
ル
ト
と
い
う
オ

ラ
ン
タ
の
医
者
が
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
聞
き
、
生
薬
屋
か

ら
自
宅
に
か
え
り
、

延
山
詣
で
と
称
し
て
自
宅
を
い

で
、
そ
の
ま
ま
肥
前
ま
で
行
っ

て
、
そ
こ
で
ソ
イ
ボ
ル
ト
に
仕

え
て
多
年
の
あ
い
だ
医
学
を
学

ん
だ
。

　
当
時
蘭
学
ま
た
は
洋
医
学
を

修
め
た
と
い
え
ば
か
な
り
大
し

た
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い

が
、
そ
れ
か
と
う
し
て
日
向
の

よ
う
な
田
舎
へ
ひ
き
こ
も
っ
た

か
不
思
議
て
あ
る
。

　
彼
は
初
め
細
島
、
美
々
津
と

い
う
海
岸
の
港
町
に
業
を
ひ
ら

こ
う
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り

山
地
に
入
り
こ
ん
で
、
私
の
故

郷
で
あ
る
坪
谷
村
に
き
た
り
、

土
地
の
旧
家
で
、
酒
造
家
を
し

て
い
た
奈
須
家
の
む
す
め
を
め

と
り
、
そ
こ
に
居
を
定
め
た
。

　
彼
は
す
ご
ふ
る
殖
産
の
道
に

長
け
て
い
た
。
医
業
の
ほ
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
つ
た
が
、
二
階
に
は
十
数
個
の
二

大
き
な
書
籍
箱
が
な
ら
び
、
そ
一

れ
に
は
み
な
漢
籍
か
み
た
さ
れ

て
い
た
。
蘭
語
の
書
籍
も
ま
し

つ
て
い
て
、
こ
れ
な
ど
は
今
で

も
と
っ
て
あ
る
か
と
思
う
か
、

そ
の
辞
書
な
ど
は
厚
さ
は
寸
く

ら
い
の
美
濃
紙
の
凹
面
に
い
っ

ぱ
い
に
極
め
て
細
か
く
和
筆
で

洋
文
字
が
筆
写
さ
れ
て
い
る
。

一
こ
れ
は
彼
の
肥
前
時
代
の
苫
学

｝
の
か
た
み
な
の
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
寒
入
に
山
林
や
田
‘
の
と
き
て
あ
っ
た
そ
う
だ
。

畑
を
買
い
、
か
つ
ひ
ら
き
、
き
一
は
そ
の
顔
を
お
ぼ
え
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
幾
年
も
た
た
ぬ
う
ち
に
、
そ
一
。
た
だ
長
い
雲
白
の
豊
か
な
ひ

　
う
ま
い
の
ま
ず
い
の
は
い
う
も
の
の
、
要
す
る
に
、
真

実
の
歌
の
で
き
る
第
一
の
要
素
は
そ
の
作
者
が
い
と
な
む

生
活
に
た
い
し
て
、
い
か
に
熱
心
で
あ
る
か
、
忠
実
で
あ

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
臼
分
の
生
命
を
追
求
す
る
力
が
強
け
れ
ば
強
い
だ
け
、

性
質
や
器
用
、
不
器
用
の
差
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
形
や

色
彩
に
は
種
々
あ
ろ
う
が
根
本
に
お
い
て
動
か
す
こ
と
の

で
き
ぬ
強
み
を
そ
の
人
の
歌
は
も
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
生
命
の
欲
求
か
一

　
漢
文
は
よ
ほ
ど
好
き
で
あ
っ

た
と
見
え
て
、
ち
よ
つ
と
他
出

す
る
と
き
で
も
必
ず
一
二
冊
の

そ
れ
を
た
ず
さ
え
て
い
た
そ
う

だ
。
そ
し
て
晩
年
に
は
、
村
の

気
の
き
い
た
青
年
た
ち
を
あ
つ

め
て
、
み
ず
か
ら
そ
の
講
義
を

し
て
い
た
。

　
彼
の
亡
つ
た
の
は
私
の
ご
．
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私

私
は
常
に
思
っ
て
い
る
。
人
生
は
旅
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は

忽
然
と
し
て
無
窮
よ
り
生
ま
れ
、
忽
然
と
し
て
無
窮
の
お

く
に
往
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
間
の
一
歩
一
歩
の
歩
み
は
、
実
に
、
そ
の
時
の
み
の

一
歩
一
歩
で
一
度
往
い
て
は
、
ふ
た
た
び
か
え
ら
な
い
。

私
は
私
の
歌
を
も
つ
て
、
私
の
旅
の
そ
の
一
歩
一
歩
の
ひ

び
き
で
あ
る
と
思
い
な
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
私

の
歌
は
そ
の
時
々
の
私
の
生
命
の
砕
片
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
独
り
歌
へ
る
一

　
牡
　
丹
　
桜

　
裏
門
の
と
こ
ろ
に
八
重
桜
の

木
が
ゴ
．
本
た
っ
て
い
た
。
母
の

何
才
（
十
六
才
か
十
七
か
、

に
か
く
き
わ
め
て
若
か
っ
た
）

か
の
と
き
、
そ
の
父
の
任
地
（

母
の
父
は
延
岡
藩
の
代
官
を
つ

と
め
て
当
時
私
の
村
よ
り
も
つ

謡
い
耀
い
諮
の
惣
の
つ
く
霧
定
跡
郷
池
誘
難

頃
に
は
、
も
う
殆
ん
ど
彼
は
一
．
あ
げ
た
が
、
い
つ
知
ら
ず
そ
れ

個
の
好
好
爺
と
な
り
終
っ
て
い
一
で
痛
み
を
忘
れ
て
、
泣
き
つ
か

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
早
れ
な
か
ら
眠
る
こ
と
が
多
か
つ

に
は
祖
父
の
残
し
た
山
も
田
畑
㎜
た
。
私
の
家
か
ら
十
丁
ほ
ど
川

も
な
く
な
っ
て
い
た
。
　
　
　
「
上
の
ほ
う
に
柿
の
木
淵
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
深
い
淵
が
あ
っ
た
。
こ
こ
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
や
ら
の
主
か
い
る
と
よ
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
大
き
な
淵
で
、
一
方
は
高
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
の
断
崖
と
な
っ
て
お
り
、
そ

　
　
　
　
こ
に
お
け
る
有
数
の
財
産
家
に

　
　
　
　
な
り
お
お
せ
た
。

　
　
　
　
　
そ
し
て
一
方
で
は
非
常
に
文

　
　
　
　
字
を
愛
し
た
ら
し
い
。
幼
い
と

さ
ら
に
身
一
き
の
私
の
ほ
こ
り
の
一
つ
で
あ

と
｝
の
ト
の
密
林
中
に
水
神
の
社
が

粥
つ
た
。
母
は
私
だ
け
を
ひ
そ

　
　
か
に
起
し
て
背
負
い
な
が
ら
幾

　
　
日
と
か
日
を
さ
め
て
、
そ
こ
へ

　
　　
一
丑
の
時
詣
り
と
い
う
こ
と
を
し

一
と
奥
の
神
門
と
い
う
村
に
お
も
一
た
。

家生水牧

げ
だ
け
を
記
憶
し
て
い
る
。
私
そ
れ
か
ら
母
の
身
許
を
さ
が
し
・
明
を
あ
げ
、
落
葉
の
つ
も
っ
た

は
よ
く
そ
の
ひ
げ
に
ぶ
ら
さ
が
て
・
し
ゃ
に
む
に
嫁
に
所
望
す
土
の
上
に
私
を
も
ひ
ざ
ま
っ
か

り
な
が
ら
戯
れ
た
そ
う
で
あ
る
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
せ
、
彼
女
も
そ
う
し
て
共
に
歯

　
そ
の
後
、
私
は
東
京
に
く
る
　
　
ち
ょ
う
ど
花
の
盛
り
で
・
紐
の
痛
ま
ぬ
よ
う
に
と
祈
願
を
こ

よ
う
に
な
っ
て
、
何
よ
か
も
先
を
結
び
な
が
ら
も
思
わ
ず
そ
れ
・
め
た
の
で
あ
っ
た
。

に
そ
の
川
越
在
の
祖
父
の
出
た
　
に
見
ほ
れ
て
い
た
と
い
う
若
か
一
　
あ
る
と
き
は
ま
た
、
た
だ
し

後
と
い
う
を
尋
ね
て
い
っ
た
。
　
つ
た
母
の
面
影
か
・
こ
の
木
の
　
く
し
く
と
頬
を
お
さ
え
て
弄
い

細
耀
朧
擁
鐸
洋
花
・
見
き
・
に
私
の
想
像
に

か
っ
た
。父
の
こ
と

　
父
は
祖
父
ほ
ど
の
人
で
は
な

か
っ
た
。
熊
本
や
大
阪
で
修
業

し
て
、
若
く
か
ら
医
者
と
な
っ

て
い
た
。

　
そ
の
道
の
技
能
は
村
ば
か
り

で
な
く
、
近
郷
の
者
を
心
服
せ

し
む
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。

　
一
点
の
邪
気
を
も
た
ぬ
情
に

厚
い
人
で
あ
っ
た
か
、
惜
し
い

か
な
意
志
か
き
わ
め
て
弱
か
っ

た
。
そ
し
て
常
に
何
か
を
空
想

す
る
こ
と
を
止
め
め
ぬ
小
さ
な

野
心
家
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
医
を
業
と
し
て
い
な

が
ら
、
多
く
は
自
宅
に
お
ち
つ

か
す
何
か
彼
か
、
事
業
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
窄
想
し
て
と
び

一
む
い
て
い
た
の
だ
そ
う
だ
）
か

｝
ら
、
ど
こ
と
か
の
神
詣
り
に
行

一
く
途
中
、
脚
絆
の
紐
が
と
け
て

一
途
だ
け
一
人
つ
れ
に
お
く
れ
て

一
こ
の
八
重
桜
の
根
が
た
で
結
び

な
お
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

ｻ
れ
を
、
こ
の
裏
門
か
ら
見

た
の
が
、
私
の
祖
父
と
祖
母
で

の
ぼ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
私
の
地
方
に
は
単
弁
の
山
桜

は
、
私
の
家
の
こ
の
三
本
だ
け
一

で
、
ほ
か
で
は
ほ
と
ん
ど
ど
こ
｛

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
お
そ
ら
く
祖
父
が
ど
こ
か
一

よ
そ
か
ら
も
っ
て
き
て
植
え
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
　
　
　
　
　
一

　
母
の
こ
と

　
私
は
五
才
く
ら
い
か
ら
歯
を

病
ん
だ
。
右
も
左
も
む
し
ば
だ
一

ら
け
で
、
痛
み
は
じ
め
る
と
、

は
た
し
て
ど
の
歯
か
痛
む
の
だ
・

か
わ
か
ら
な
く
な
り
、
ま
る
で
一

着
か
ら
頭
ぜ
ん
た
い
か
痛
む
か

の
よ
う
に
痛
ん
で
き
た
。
そ
ん
r

な
場
△
口
、
わ
い
お
い
泣
き
わ
め

い
て
い
る
私
を
だ
い
て
、
い
つ

敷
鱗
雲
榔
賜
興

　
●

姉
の
気
が
し
た
。
更
に
親
し
い
一

お
ん
な
の
友
達
で
あ
っ
た
よ
う

に
も
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
｝

　
　
真
夜
中
に
こ
っ
そ
り
家
を

で
て
、
田
圃
路
か
ら
や
が
て

淵
の
頭
の
浅
瀬
を
え
ら
ん
で
徒

渡
り
、
ど
う
ど
う
と
い
う
水
音

を
き
き
な
が
ら
そ
の
林
の
中
へ

一
は
い
り
こ
む
と
き
に
は
、
私
は

一
も
う
泣
く
に
も
声
が
で
な
か
つ

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@一

一
た
。
そ
う
し
て
小
さ
な
祠
の
ま

一
え
で
は
じ
め
て
火
を
点
じ
て
灯

て
い
る
と
、
母
は
し
か
け
た
仕

事
を
す
て
て
お
い
て
、
私
を
背

一
に
負
い
な
か
ら
釣
竿
を
さ
げ
て

「
漢
へ
お
り
て
い
っ
た
。
そ
う
し

て
何
か
彼
か
た
え
ず
私
に
話
し

【
か
げ
な
が
ら
岩
か
ら
岩
を
つ
た

「
っ
て
小
さ
な
魚
を
釣
っ
て
く
れ

た
。
い
ま
思
え
ば
そ
の
こ
ろ
の

母
は
四
十
前
後
で
あ
っ
た
ろ
う

か
、
ど
う
し
た
も
の
か
私
に
は

二
十
才
前
後
の
人
と
想
像
さ
れ

て
な
ら
な
い
。
母
と
い
う
よ
り

あ
る
。

　
私
は
た
え
ず
山
に
入
り
こ
ん

で
遊
ん
で
い
た
。
こ
の
く
せ
を

私
に
植
え
た
の
は
、
ま
さ
し
く

私
の
母
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
し
一

灘
襲
讐
婆
一
　
　
　
　
　
　
　
量

ろ
う
こ
と
を
よ
ろ
こ
ん
だ
。
蕨
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

汁
や
栗
飯
を
た
く
と
い
う
以
外

に
摘
む
こ
と
が
面
白
か
・
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
d

で
あ
る
。
さ
わ
り
、
さ
わ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

か
す
か
な
音
を
た
て
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

講
鐸
揃
鞍
肇
　
　
　
　
　
　
　
　
陪

の
姿
を
私
は
い
ま
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

あ
り
と
眼
の
ま
え
に
描
く
こ
と

が
で
き
る
。

　
半
日
も
山
の
中
に
い
よ
う
と

い
う
と
き
な
ど
、
彼
女
は
念
入
「

り
に
弁
当
を
こ
さ
え
て
、
そ
し
一

て
小
さ
な
び
ん
に
酒
を
つ
め
で
一

籠
の
中
に
入
れ
て
い
っ
た
。
そ
一

難
輪
講
蠣
麟
霧
鰍
鴛
睡
鞍
聯
難
櫛

畿
鍵
講
懸
盤
　
…
醗
灘
灘
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

わ
が
こ
こ
ろ
澄
み
ゆ
く
時
に
詠
む
歌
か
詠
み
ゆ
く
ほ
ど
に

澄
め
る
こ
こ
ろ
か

歌
に
詠
み
入
っ
て
い
る
瞬
間
は
、
普
通
の
信
者
た
ち
が
神

仏
の
前
に
合
掌
礼
拝
し
て
い
る
時
と
同
じ
な
、
或
は
そ
れ

以
上
で
あ
ろ
う
と
思
う
法
悦
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
私
は
、
こ
の
歌
の
道
の
信
仰
と
し
て
、
一
生
進

ん
で
ゆ
く
で
あ
ろ
う
と
お
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歌
と
宗
教
）

　
　
遊
　
戯

　
山
村
の
少
年
に
と
つ
で
一
年

中
の
楽
し
み
は
お
正
月
で
あ
り

お
盆
で
あ
り
、
お
祭
て
あ
っ
た

雛
誰
藩
論
蕨
や
季
薔
べ
ら
廷

た
ち
が
業
を
休
ん
で
酒
に
酔
っ

て
い
る
位
い
の
も
の
で
あ
っ
た

が
、
お
盆
の
印
象
は
余
程
深
い

こ
れ
ら
の
行
事
は
す
べ
て
陰
暦

で
行
う
の
だ
が
、
そ
の
お
盆
が

来
る
と
な
る
と
先
づ
出
来
る
だ

け
奇
麗
に
お
墓
の
掃
除
を
し
て

十
三
日
の
来
る
の
を
待
つ
。
そ

し
て
そ
の
日
の
夕
方
か
ら
三
日

間
、
お
墓
と
各
自
の
家
の
門
口

と
に
出
来
る
だ
け
盛
ん
に
焚
火

を
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
地
上

に
焚
く
ば
か
り
で
満
足
せ
ず
、

青
竹
の
大
き
な
の
を
用
意
し
て

だ
が
、
そ
の
第
一
の
前
夜
を
お

よ
ど
と
称
へ
て
そ
の
夜
は
夜
通

し
賑
う
た
。
そ
う
し
た
場
所
を

廻
っ
て
歩
く
見
世
物
や
行
商
人

等
か
め
い
め
い
華
か
に
店
を
張

っ
て
、
平
常
見
た
こ
と
も
な
い

こ
と
に
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は

カ
ル
メ
ラ
焼
で
、
そ
の
匂
い
と

煙
と
は
異
常
な
好
奇
心
と
食
慾

と
を
そ
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

も
う
夜
も
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
よ

う
と
い
う
頃
、
な
お
夢
中
に
な

っ
て
踊
っ
て
い
る
神
楽
の
若
者

達
が
振
り
廻
す
白
刃
の
光
も
神

々
し
く
眼
に
映
っ
た
。
昼
は
ま
・

た
神
楽
の
ほ
か
に
四
太
鼓
と
い

う
舞
踊
が
演
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ

は
太
古
に
於
け
る
神
様
た
ち
の

凱
旋
の
踊
り
だ
と
い
う
事
で
、

村
の
若
者
達
各
自
山
で
猟
っ
て

置
い
て
そ
の
先
に
松
明
を
結
び
…
来
た
鹿
の
角
や
山
鳥
雅
子
な
ど

つ
け
、
そ
し
て
申
天
に
娼
を
上
一
の
奇
麗
な
羽
根
で
身
を
厳
い
一

く
る
の
を
見
て
喜
ん
だ
。
そ
の
一
人
音
頭
取
の
唄
や
音
頭
に
つ
れ

火
の
高
さ
大
き
さ
が
各
戸
の
間
一
て
大
き
な
丸
い
環
を
作
り
乍
ら

に
自
然
と
競
争
と
な
っ
て
、
い

や
が
上
に
長
い
竹
大
き
な
質
の

よ
い
松
明
を
選
む
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
村
を
囲
ん

だ
峰
か
ら
峰
へ
か
け
て
の
空
に

白
々
と
銀
河
が
流
れ
て
、
そ
の

下
の
漢
そ
ひ
に
こ
の
か
が
り
火

が
炎
々
と
燃
え
立
っ
て
い
る
光

景
は
幼
い
瞳
に
ど
れ
だ
け
鮮
か

す
カ
し
も
し
た
が
、
耳
に
も
い
に
映
っ
た
も
の
か
。
や
が
て
夜

一
　
．

　
　
　
　
ま
る
で
死
ぬ
よ
う
に
が
更
く
る
に
つ
れ
て
一
つ
二
つ

と
い
う
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば

出
稼
ぎ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ

っ
た
。
隣
村
と
い
っ
て
も
そ
の

あ
い
だ
に
五
本
松
峠
と
い
う
大

き
な
山
か
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
越
え
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
日
、

私
は
母
と
二
人
、
五
六
人
の
見

送
り
や
出
迎
え
の
人
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
そ
の
峠
を
越
ゆ
る
こ

と
に
な
り
、
私
だ
け
は
祖
父
の

峰
々
の
と
が
り
に
、
或
る
一
つ
の
力
が
動
い
て
い
る
よ
う

な
感
覚
を
覚
ゆ
る
こ
と
が
、
お
り
お
り
あ
る
。
峰
か
ら
峰

に
語
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
峰
が
、
ひ
と
し
く
私
に
向
っ
て

い
る
の
か
、
と
に
か
く
、
そ
れ
ら
の
峰
の
一
つ
一
つ
に
、

何
か
知
ら
の
力
、
言
葉
か
動
い
て
い
る
よ
う
な
翻
し
を
う

け
と
っ
た
こ
と
か
し
ば
し
ば
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
自
然
の
息
　
自
然
の
声
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
の
［
を
レ
だ
の
を
お
ぼ
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
く
と
、
　
「
い
え
」
と
い
う
。

さ
あ
私
の
か
ん
し
ゃ
く
玉
は
破

裂
し
た
。
あ
ら
ん
限
り
の
適
を

だ
し
て
泣
き
わ
め
い
て
、
と
う

と
う
駕
籠
か
ら
こ
ろ
げ
だ
し
て

路
傍
に
ふ
ん
ぞ
り
か
え
っ
て
、

ど
う
し
て
も
う
う
こ
か
な
い
。

ど
う
で
も
「
こ
ま
」
を
つ
れ
て

こ
い
と
い
う
の
だ
そ
う
で
あ
る

手
を
つ
く
し
て
お
ど
し
つ
す
か

し
つ
し
て
み
た
が
、
ど
う
し
て

一
も
き
か
な
い
。
と
う
と
う
い
っ

　
し
ょ
に
い
た
一
人
が
つ
れ
に
ゆ

く
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま

」
わ
れ
わ
れ
だ
け
先
に
ゆ
こ
う
と

一
す
る
と
、
ま
た
泣
き
た
て
。

　
「
こ
ま
」
を
つ
れ
て
く
る
ま
で

一

ど
う
し
て
も
こ
こ
て
待
っ
て
い

る
と
い
う
の
だ
嵐
う
で
あ
る
。

れ
な
い

さ
わ
ぎ
た
て
て
果
し
が
な
い
。

つ
い
に
は
母
ま
で
半
ば
は
泣
き

な
が
ら
一
行
の
人
た
ち
に
詫
び

を
い
っ
て
、
そ
こ
で
猫
の
く
る

の
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
何
時
間
で
あ
P
た
か
、
高
い

山
の
上
で
の
つ
れ
づ
れ
な
時
間

が
す
ぎ
て
、
よ
う
や
く
下
の
方

か
ら
心
細
げ
に
鳴
く
猫
の
鳴
声

が
き
こ
え
て
き
た
。
い
ち
は
や

く
そ
の
声
を
き
き
つ
け
た
と
き

私
は
い
ま
ま
で
知
ら
ぬ
き
ま
り

の
わ
る
い
よ
う
な
、
悲
し
い
よ

う
な
、
い
い
よ
う
の
な
い
思
い

　
山
が
下
り
坂
に
な
っ
た
と
き

こ
の
強
情
な
児
を
い
じ
め
て
や

れ
と
思
っ
た
か
、
駕
籠
を
か
つ

い
で
い
た
二
人
の
若
者
は
脚
に

ま
か
せ
て
走
り
だ
し
た
。

　
駕
籠
の
申
に
は
六
才
に
な
つ

…
そ
こ
は
も
う
私
の
家
が
ら
二
里
皿
っ
ナ

と
そ
の
火
が
消
え
て
、
ア
ア
何

処
の
が
消
え
た
、
摩
れ
の
所
の

も
落
ち
た
と
数
え
な
が
ら
次
第

に
疎
ら
に
な
っ
て
ゆ
く
火
光
を

見
守
っ
て
い
る
身
に
は
何
と
も

知
れ
ぬ
哀
愁
の
し
み
じ
み
と
浸

み
込
む
の
を
覚
え
た
も
の
で
あ

る
。
十
六
日
の
朝
に
は
仏
壇
に

供
へ
て
置
い
た
供
物
を
す
べ
て

青
広
い
芭
蕉
の
葉
に
包
ん
で
下

の
漢
に
持
っ
て
行
っ
て
流
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て
そ
の
供
物
に
乗
っ
て
お
一
う
し
た
子
の
生
毛
を
剃
っ
た
跡

精
霊
さ
ま
は
今
朝
信
濃
の
善
光
」
だ
そ
う
で
・
そ
の
次
が
こ
あ
ら

寺
へ
お
帰
り
に
な
る
の
だ
と
い
　
い
、
こ
こ
で
初
め
て
そ
の
子
を

う
伝
説
を
い
か
に
も
真
実
の
様
「
洗
は
れ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

に
信
じ
込
ん
で
、
言
い
難
い
敬
…
ど
こ
で
も
た
だ
一
夜
つ
つ
の
、

慶
の
念
を
も
つ
て
淵
に
浮
び
瀬
「
い
か
に
も
敗
戦
の
女
将
が
嬰
児

に
隠
る
る
そ
の
影
を
目
送
し
た

の
で
あ
る
。
お
盆
が
過
く
れ
ば

も
う
秋
に
な
っ
た
と
子
供
心
に

も
深
く
感
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
頃

盆
と
ん
ぼ
と
呼
ふ
赤
い
小
さ
い

た
私
と
大
き
な
猫
の
い
れ
ら
れ
と
ん
ぼ
が
一
ぱ
い
に
空
に
群
幽

た
魚
籠
と
が
・
こ
ろ
こ
ろ
と
こ
て
い
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
守
の
祭
は
霜
月
の
末
、
も

ろ
げ
て
あ
っ
て
、
そ
の
痛
さ
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
か
な
り
寒
い
頃
で
あ
っ
た
。

し
さ
と
い
っ
た
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
守
の
社
と
順
番
に
当
っ
た
或

で
も
私
は
我
慢
に
我
慢
を
重
ね
一
る
一
部
落
と
に
祭
礼
所
が
設
け

て
ぢ
い
に
一
．
川
も
泣
か
な
か
脅
鷲
欝
蜥
懸
璽

め
い
め
い
前
に
結
び
つ
け
た
太

鼓
を
叩
い
て
踊
り
出
す
の
で
あ

る
。　
い
ま
一
つ
、
鎮
守
の
祭
の
ほ

か
に
ひ
き
の
重
き
ま
の
祭
と
い

う
の
が
あ
っ
た
。
ひ
き
は
比
企

と
書
い
た
か
と
も
思
う
が
よ
く

覚
え
ぬ
、
ず
っ
と
離
れ
た
二
十

里
ほ
ど
も
遠
い
児
湯
郡
の
ひ
き

と
い
う
所
か
ら
出
て
各
所
を
経

廻
り
な
が
ら
そ
の
途
中
私
の
村

を
も
過
ぐ
る
の
で
、
．
そ
の
折
に

祭
礼
が
行
わ
れ
る
。
な
ん
で
も

こ
の
神
様
は
女
神
で
そ
の
巡
っ

て
歩
く
さ
き
ざ
き
は
戦
い
負
け

て
逃
げ
廻
っ
た
あ
と
で
あ
る
の

だ
相
だ
。
私
の
村
付
近
で
は
先

づ
お
ろ
し
ご
と
い
う
部
落
で
一

夜
礼
が
あ
る
。
そ
こ
は
そ
の
女

神
が
子
使
を
お
ろ
し
た
所
だ
そ

う
だ
。
そ
の
次
が
う
ぶ
の
と
い

う
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
お

を
抱
え
て
逃
げ
て
歩
く
様
な
あ

わ
た
だ
し
祭
礼
だ
が
、
矢
張
り

相
当
に
賑
つ
た
。
こ
の
祭
に
は

百
姓
た
ち
は
み
な
各
自
の
田
畑

に
出
来
た
作
物
を
供
え
て
、
そ

の
出
来
栄
を
競
う
様
な
風
が
あ

る
。
師
走
も
既
に
わ
し
迫
っ
た

頃
の
、
随
分
寒
い
祭
り
で
あ
る

が
お
ろ
し
こ
う
ふ
の
、
と
私
た

ち
は
附
近
で
催
さ
れ
る
そ
の
祭

の
あ
と
を
追
う
事
を
怠
ら
な
か

っ
た
。

●

、

駐

’

，
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